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研究成果の概要（和文）：スペインでは，一般に「スペイン語」と呼ばれている「カスティーリ

ャ語」以外に，カタロニア語，ガリシア語，バスク語などが用いられている。本研究では，こ

れら４つの言語の基礎語彙約 4000 の対比一覧を作ってその比較を容易にし，またそれぞれの

言語の借用語についての論文を発表して，多言語国家の言語使用状況の理解と語学教育に貢献

した。 

 
研究成果の概要（英文）：This project focuses on the four major languages spoken in Spain, 

Castilian (Spanish), Catalan, Galician and Basque. It provides a table of about 4000 basic 

lexical items that compare the properties of these languages and four monographs about 

the loanwords in them. Together they show some aspects of the actual situation of a 

multilingual nation, and provide insight and recommendations for foreign language 

instruction. 
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１．研究開始当初の背景 

 スペインの諸言語それぞれに関する研究
は，近年我が国においても進展が著しく，こ
とに主要な４言語であるカスティーリャ語
（スペイン語），カタロニア語，ガリシア語，
バスク語については多くの成果が公にされ
ている。しかし各言語の構造そのものを単一

の視点から横断的に扱おうとする試みは，ま
だ十分とは言えなかった。 

 前回の科学研究費補助金研究（基盤研究(C), 
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おいて上記の問題を克服しようとつとめた。
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今回は，同様の方針をとりつつ，各言語の語
彙論に焦点をあてて研究を継続することと
した。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，多言語国家スペインで用
いられている諸言語の語彙に関するさまざ
まな問題について，共通の問題意識をもった
記述と分析を行うことにある。考察対象とす
る言語とその担当者は次のとおりである。 

Ａ）スペイン語（カスティーリャ語）：福嶌
教隆（研究代表者） 

Ｂ）カタロニア語：長谷川信弥（研究分担者） 

Ｃ）ガリシア語：浅香武和（研究分担者） 

Ｄ）バスク語：吉田浩美（研究協力者） 

 

３．研究の方法 

 上記 4人の構成員がそれぞれの言語の語彙
に関する問題を担当し，研究代表者がそれを
統括した。 

Ａ）平成 22 年（2010 年）度 

 7 月，研究チームは研究会を開催し，各言
語に関する以下の発表を行った。① 福嶌教
隆「名詞節を導く creer についての語彙的考
察」，長谷川信弥「カタロニア語におけるア
ラビア語起源の語彙 ―al- の有無について
―」，浅香武和「ガリシア語の接尾辞 –iño/a

について」，吉田浩美「バスク語アスペイテ
ィア方言における〈ERG-ABS1-ABS2-du 助
動詞〉の構想について」。 

 同日の討議で，① 最終年度に全国規模の
学会で合同発表をすること，② 研究成果を
報告書の形で公表することを目標に掲げた。
また，「スペインの諸言語の基礎語彙対比一
覧」を作成することを決め，諸言語の基礎語
彙に関する文献の収集を開始した。 

 8 月，福嶌教隆は中華人民共和国の北京外
国語大学で開催されたスペイン学の国際学
会で研究発表を行った。 

 翌年 2 月，長谷川信弥はスペインで資料収
集を実施した。 

 同じく 2 月，吉田浩美はスペインで現地調
査と資料収集を行った。 

Ｂ）平成 23 年（2011 年）度 

 10 月，研究会を開催し，各言語に関する発
表を行い，以下の発表を行った。① 福嶌教
隆「西製英語」，長谷川信弥「カタロニア語
の評価接尾辞について」，浅香武和「ガリシ
ア語の語彙：カスティーリャ語借用語」，吉
田浩美「スペイン語の動詞の取り入れ方（バ
スク語アスペイティア方言）・インターネッ
ト関連の語彙（共通バスク語）。 

 同日の討議で，最終年度の合同発表の統一
テーマを借用語とすることに決定した。 

 6 月，福嶌教隆はスペインのアルカラ大学
で開催されたスペイン語・ポルトガル語圏に
関する国際学会において，研究発表を行った。 

 7~8 月，浅香武和はスペインでフィールド
調査を行った。 

 翌年 3 月，長谷川信弥はスペインで研究者
と意見交換をし，資料を収集した。 

Ｃ）平成 24 年（2012 年）度 

 8 月，研究チームは滋賀県で開催された日
本スペイン語学セミナーに参加し，借用語に
関する以下の研究発表を行った。福嶌教隆
「西製英語」，長谷川信弥「カタロニア語に
おける英語からの借用語について」，浅香武
和「ガリシア語における語彙面のカステラ
ニスモ」，吉田浩美「バスク語アスペイティ
ア方言における，スペイン語から借用した
「自動詞」の扱いと，構造への影響」。 
 この成果を踏まえて，11 月に九州大学で
開催された日本言語学会第 145回大会にお
いて，ワークショップ「スペインの諸言語
における借用語」を実施した。発表題目は
以下のとおりである。福嶌教隆「「西製英語」
に関する一考察」，長谷川信弥「カタロニア
語における英語からの借用語にについて」，
浅香武和「ガリシア語におけるカスティー
リャ語からの借用：語彙面からのカステラ
ニスモ」，吉田浩美「バスク語アスペイティ
ア方言における，スペイン語から借用され
た自動詞と se 動詞の扱いについて」。 
 9 月，福嶌教隆はスペインのサラマンカ
大学で開催されたスペイン学・スペイン文
学の国際学会で研究発表を行った。 
 翌年 3 月，長谷川信弥はスペインで研究
者との意見交換と資料収集を行った。 
 9 月と 3 月の計２回，吉田浩美はスペイ
ンで現地調査と資料収集を行った。 
 ３月，研究成果をまとめた研究報告書を
刊行して，本研究を滞りなく終了した。 
 
４．研究成果 
①平成 24 年（2012 年）11 月 25 日，九州大
学箱崎キャンパスで開催された日本言語学
会第 145 回大会において，ワークショップ
「スペインの諸言語における借用語」を実
施し，4 人の構成員全員が口頭発表を行っ
た（午前 10～12 時，Ｅ会場〈共同講義棟
203 号室〉）。 
 題目は「２．研究の方法」に記したとお
りである。４言語における借用語に関する
問題を対比的に考察した。現代世界の一般
的な傾向としての英語の影響と，スペイン
国内の現象としてのカスティーリャ語の影
響をとりあげた。第 1，第 2 の発表は前者，
つまり英語がカスティーリャ語，カタロニ
ア語に及ぼす影響の一端を考察した。第 3，
第 4 の発表は後者，つまりカスティーリャ
語とガリシア語，バスク語との関係につい
て考察した。これによって，他言語国家と
外との関係と，内部の問題を，語彙的な観
点から浮き彫りにできたと考える。 



 

 

 参加者から多数の質問や意見が出され，
活発な議論が行われた。これによって，全
国規模の学会で合同発表をする，という当
初からの目標が達成された。その要旨は日
本言語学会誌『言語研究』143 号，
pp.157-159 (2013 年 3 月発行)に掲載され
ている。 
②平成 25 年 3 月 31 日，研究報告書を刊行
した。題名：『現代スペインの諸言語の語彙
に関する対比的研究』。著者：福嶌教隆，長
谷川信弥，浅香武和，吉田浩美。構成：第
1 章「研究概要」，第 2 章「スペインの諸言
語の語彙に関する研究」，第 3 章「スペイ
ンの諸言語の基礎語彙対比一覧」，第 4 章
「スペインの諸言語に関する日本における
文献一覧」。A4 版，188 ページ，200 部。 
 本報告書は，前回の科研報告書「現代ス
ペインの諸言語に関する統語的研究」に引
き続き，「スペインの諸言語のロゼッタ・ス
トーン」あるいは「現代の Biblia Políglota 
Complutense（アルカラ大学多言語訳聖
書）」の一部を成すべく編まれたものである。 
 第 1 章「研究概要」（pp.11～14）は，本
研究の趣旨の説明に充てられている。また，
この章の前に構成員の平成 22～24 年度の
研究・教育業績の一覧を掲げている。 
 第 2 章「スペインの諸言語の語彙に関す
る研究」（pp.15～58）は，平成 24 年（2012
年）11 月の日本言語学会第 145 回大会にお
けるワークショップ「スペインの諸言語に
おける借用語」の概要に続いて，ワークシ
ョップでの発表内容を発展させた借用語に
関する論考４本を掲載している。その内容
は以下のとおりである。福嶌教隆「「西製英
語」に関する一考察」，長谷川信弥「カタロ
ニア語における英語からの借用語にについ
て」，浅香武和「ガリシア語におけるカステ
ィーリャ語からの借用：語彙面からのカス
テラニスモ」，吉田浩美「バスク語アスペイ
ティア方言における，スペイン語から借用
された自動詞と se 動詞の扱いについて」。
この章ではさらにアストゥリアス地方で用
いられるガリシア語であるエオナビア語に
関する次の論考も掲載した。浅香武和「エ
オナビア語（アストゥリアスのガリシア語）
における接尾辞 –in について」。 
 第 3 章「スペインの諸言語の基礎語彙対
比一覧」（pp.59～166）は，3952 項目につ
いて，4 言語の語彙を日本語基準，原則と
して品詞別に配列した一覧である。語彙の
選択にあたって多くの文献を参照しつつ，
吉田浩美（1992）『バスク語基礎 6000 語』
（大学書林）に記載された語彙を基本とし
た。語だけでなく定型表現も対象とした。
カスティーリャ語は福嶌教隆，カタロニア
語は長谷川信弥，ガリシア語は浅香武和，
バスク語は吉田浩美が担当し，吉田浩美が

編集した。次の 59のセクションから成る。
例：「１．名詞（人間）」，「２．名詞（身体）」，
「３．名詞（健康・医療）」，「４．名詞（気
象・天体）」，「５．名詞（地形・災害）」，「６．
名詞（植物）」，「７．名詞（食）」，（略）「47. 
名詞（その他）」，「48. 代名詞」，「49. 基数
詞」，「50. 序数詞」，「51. 接続詞」，「52. 疑
問詞」，「53. 副詞」，「54. 形容詞」，「55. 形
容詞など（色彩）」，「56. 前置詞（バスク語
は後置詞または格語尾）」，「57. 動詞」，「58. 
動詞（自他ペア）」，「59. 定型表現」。横一
列に日本語と 4 言語の対応語彙を記載し，
比べる便宜をはかっている。 
 第 4 章「スペインの諸言語に関する日本
における文献一覧」（pp.167～187）は，こ
れまでに蓄えられた知見の存在を知らしめ
る目的で編まれた章である。扱われた言語
を左端に記号で記し，検索を容易にしてい
る。前回の報告書に掲げた文献の漏れを補
い，誤りを修正し，この 3 年間に公表され
た研究を追加した。 
 本研究は，カスティーリャ語，カタロニ
ア語，ガリシア語というロマンス諸語だけ
でなく，全く系統の異なるバスク語をも対
象とすることによって，広い視界を得てい
る。また，いずれの言語にも偏らず４方向
から照射することによって，スペインの言
語状況を隈なく浮き上がらせる点が大きな
特徴である。今後もこのチームでの研究を
発展させていきたいと願っている。 
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